
【卒業時調査基本情報】 ■調査対象者：2019年度 東京家政大学・東京家政大学短期大学部 卒業生1,760人（各1,567人・193人） ■調査日：2020年3月10 - 23日

■実施方法：Web回答 ■回収率：44.3％（各44.4%・44.0%）

【制 作】 東京家政大学 学生支援センター/狭山学務部/学修・教育開発センター

Q 自分の能力の自己評価に関して

Q 実際に大学生活を過ごしてみて感じたこと

780名

Q 本校に対する満足度

94％

達成率

専門に関係する知識を
習得する

83％

（658名）

自分で行動しなければ
何も始まらないことを知った

いろいろな考え方や
生活を知った

授業が忙しくて大変だったが
多くの知識を得た

他の人と協力して物事を遂行する能力

他人の思いや考えを受けとめる能力

相手の意見を丁寧に聴く力

社会のルールや人との約束を守る力

意見の違いや立場の違いを理解する力

1

80 85 90 95

『科で学んだ意義があった』

100％

『学部・学科で学んだ意義があった』

東京家政大学

短期大学部
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749名

Q 入学の目的・目標はどんなことでしたか

Q 自分の能力の自己評価に関して

735名

708名
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達成率

知識と教養を身につけ
社会的視野を広げる

84％

（545名）

達成率

資格・免許を取得する

88％

（608名）

卒業時アンケート調査結果
2019年度 東京家政大学・東京家政大学短期大学部 回答者

（選択肢「1.目標以上に達成 2.達成できた」と回答した合計のパーセンテージ）

（選択肢「1.自信がある 2.少し自信がある」と回答した合計のパーセンテージ）

（選択肢「1.とても当てはまる 2.当てはまる」と回答した合計のパーセンテージ）
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